（様式第４号）
尼崎市シェアサイクル事業計画書

	※書類作成上の注意
・各項目について、仕様書に定める基準を満たしていることが分かるように作成すること。
・枠の上下の拡大・縮小、枠内に図や写真等を用いるのは差し支えないが本様式の余白の変更は行わないこと。
・別紙を用いる場合はA3まで可とし、枠内に対応する別紙の名称を明示すること。



（１）基本方針
①尼崎市自転車のまちづくり推進計画や尼崎市総合交通計画など、本市の方針を理解したうえで事業の概要を提案してください。
【求める提案】各計画に掲げられている自転車の活用やシェアリングを普及させるための事業。
	



②事業のスケジュールについて提案してください。
	事業の展開
	自転車導入台数
	サイクルポート数（うち民有地ポート数）

	事業開始時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後６カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後１２カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後１８カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後２４カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後３６カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後４８カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業開始後５４カ月時点
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）

	事業完了時
	
	台
	
	か所
	（うち
	
	か所）



③尼崎市の特性をふまえて、サイクルポートや自転車の配置をどのように行うか提案してください。
【求める提案】本市の地理的特長や交通利便性、利用者の特徴を把握して、シェアサイクル利用が見込める場所へサイクルポートを設置し、適切な自転車台数を配置すること。

	



（２）運営実績・運営体制
①類似する事業を行っている自治体数及び協定締結数を記載してください。
	自治体数：
	
	協定締結数：
	



②その中で特徴のある自治体などを具体的に記載してください。（５件まで）
	都市・地域名
	

	期間
	

	事業概要・ポイント

	



	都市・地域名
	

	期間
	

	事業概要・ポイント

	



	都市・地域名
	

	期間
	

	事業概要・ポイント

	



	都市・地域名
	

	期間
	

	事業概要・ポイント

	



	都市・地域名
	

	期間
	

	事業概要・ポイント

	



③組織の概要、担当部署の組織配置及び本事業の運営体制、尼崎市で常時対応できる人数（人工）を提案してください。
【求める提案】あくまでも本事業の運営主体は事業者であるため、市職員が運営面で対応することがないよう、また本市で緊急事態が発生したときにすぐに対応できるような人員配置。なお、利用者の緊急時の対応は「（５）安全利用」で提案すること。
	



（３）自転車・サイクルポート
①本市に導入する自転車の仕様を必要に応じて図面、写真等を用いて記載してください。
	項目
	記載欄

	電動アシストの有無
	

	変速機の有無
	

	GPS等の搭載
	

	自転車のサイズ
	

	車体の素材
	

	車体の色
	

	安全性
	(例)BAA適合車など

	
	

	耐用年数
	

	特徴
	仕様、操作性、バッテリーの持続時間など　図面や写真を用いてください

	
	



②サイクルポートの安全性や設置・撤去方法などを具体的に提案してください。また、図面や写真を用いてデザインを提示してください。
【求める提案】風雨や地震で転倒せず、設置・撤去が容易にできるもの。
	



③民有地を活用したポートをどのように展開していくのか、具体的に設置場所や箇所数も含めて提案してください。
【求める提案】本市内における民有地ポート設置実績や今後の展開。
	



④自転車及びサイクルポートのメンテナンス方法や頻度を提案してください。
【求める提案】シェアサイクルの利用者はもちろん公園等の施設利用者も安全な方法・頻度でのメンテナンス。
	



⑤ポートが満車の場合、自転車がラック外にはみ出して返却されないようにする策を提案してください。
【求める提案】再配置の頻度。ポートにおけるハード面での対策、システムにおけるソフト面での対策。
	



（４）利便性
①利用者が自転車を借り、返却するまでのシステムの流れについて記入してください。また利用者が自転車やポートの利用可能情報をどのように確認できるかを記入してください。
【求める提案】貸出・返却の事前予約。自転車・ポートの利用状況。
	



②利用料金設定の内容及び考え方を記入してください。またどの決済方法が利用できるかを箇条書きで記入してください。
【求める提案】電車やバスなどほかの移動手段と比べて利用しやすい料金設定や上限設定、サブスクリプション利用。なお本市のシェアサイクル利用は９０％が６０分以下である。
	内容及び考え方
	

	決済方法
（箇条書き）
	



③尼崎市域をまたぐ利用や近隣都市での展開について提案してください。
【求める提案】市域をまたいだ利用ができること。また、市域をまたいだ利用を見据え、近隣市にも展開すること。
	



（５）安全利用
①利用者の事故やトラブル、クレームなどを対応する窓口について、手法や体制、顧客サービス向上策などを提案してください。
【求める提案】利用者の困りごとを早期解決でき、顧客満足度向上に繋がる仕組み。

	



②利用者のケガや損害賠償事故（対人・対物）、運営上のリスクに対応する保険の内容、補償範囲について提案してください。
【求める提案】利用者及び自転車やポートの設置者を対象とするもの。
	



③個人情報の管理方法及び管理体制について提案してください。
	



④利用者への自転車ルール啓発方法を提案してください。特に令和８年４月に導入される自転車の交通反則通告制度の周知や自転車ヘルメット着用促進についての取り組みを提案してください。
【求める提案】アプリ内での周知・啓発、キャンペーンなどの実施。
	



（６）その他
①本市に提供できるデータやアンケートの実施について提案してください。
[bookmark: _Hlk216713850]【求める提案】ポートの設置状況（月別）、利用実態（月別・時間帯別・利用時間別・ポート別）、ポートの満空情報、利用経路（Shapefile）、ヒートマップ、各年度報告（収益状況や展望など）。アンケートは最低年１回以上。無償で提供できるデータの種類。
	



②シェアサイクル事業を実施する中で、尼崎市の市内事業者と連携する取組を提案してください。
【求める提案】本市内事業者を自転車の再配置やメンテナンス、広報等で連携し活用すること。
	



③市制１１０周年をPRするイベントや取組を提案してください。また、市制110周年PRの後、本市のイベント等を、シェアサイクルを用いてPRする取組を提案してください。なおロゴマークの使用は令和８年１２月末までとなります。
【求める提案】自転車の車体への掲載、アプリ内でのPRなど。
	



④災害発生時などにおいて、市民等・職員それぞれがどのようにシェアサイクルを活用できるかを提案してください。
【求める提案】発災時に市民等・職員の両方がシェアサイクルを利用できる仕組み。特に市職員は職場までの参集や被災地の調査などで優先的に利用できること。
	



⑤シェアサイクルを買い物などの日常利用で使いやすくする取組を提案してください。
【求める提案】本市の商業施設等へのシェアサイクルポートの設置など。
	



⑥本市における観光でシェアサイクルをどのように活用できるか、また観光で利用してもらえるような取組を提案してください。
【求める提案】本市の観光スポット等へのシェアサイクルポートの設置、シェアサイクルを用いたイベントなど。
	



⑦シェアサイクルによる子育て支援について提案してください。
【求める提案】子育て支援が本市の重点施策であることを踏まえた、シェアサイクルによる子育て支援の取組。
	



⑧審査項目以外でPRすることがあれば記入してください。
	



